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能登地方を震源とする地震について 
 

 6 月 19 日（日）、20 日（月）能登地方を震源とする

最大震度 6 弱の地震が発生し、富山でも震度 3 を

観測しました。 

 この地震による被害について、富山県透析医会 

石田会長にお聞きしたところ、県内の透析施設から

そのような連絡はなく、石川県透析医会からも応援

依頼はなかったとのことでした。 

 災害はいつ、どこで起こるか分かりません。特に透 

析患者は、災害の影響で治

療を受けられない状態が長く

続くと命にかかわることもあり

ますので、日頃からの体調管

理、食事管理が大切です。 
 

 

第５１次国会請願 衆参両院で「採択」 
 

 今年 3 月に各県選出

国会議員（241名）を通じ

て 34 万 4,366 筆（うち富

山は 5,688 筆）を提出し

た、全腎協の「腎疾患総 

合対策の早期確立を要望する請願」は、6 月 15 日

に閉会した第 208 回通常国会において、衆参両院

で採択されました。 

 また、JPA（日本難病・疾病団体協議会）の「難病・

長期慢性疾病・小児慢性特定疾病対策の総合的な

推進を求める請願」についても、同じく衆参両院で

採択されました。 

 私たち透析患者や移植者が安心して生活できるよ

う、署名活動に取り組んでくださった皆様へ改めて

お礼申し上げます。 

 

「県単独医療費助成」今年度も継続 
 

 昨年 8 月に提出した令和 4 年度予算要望（5 項

目）に対する県からの回答書によると、①県単独医

療費助成については、今年度も継続されることが決

まっています。また支給方法について、現在償還払

いの 13 市町村も「現物給付」または「自動償還払

い」への移行に向けて、今年 10 月から検討する方

針とのことです。近県でも一部自己負担金が発生し

ている中、私たち透析患者の多くが自己負担なく透

析医療を受けることができるのは、この県単独医療

費助成制度のおかげです。 

 その他、②慢性腎臓病（CKD）対策に関する事業

について例年通り予算化されました。③透析患者を

含む障害者の移動支援については、「市町村が主

体ではあるが、県としても予算の確保に努めたい」、 

④大規模災害ならびに新

型コロナ対策、⑤医療従事

者確保についても、「関係

機関と連携し対策推進、確

保に取り組みたい」との回

答がありました。 

 

池田会長が全腎協会長に 
 

 6 月 18 日（土）、会場（アワーズイン阪急 東京）と

オンラインの併用で開催された全腎協第 9 回定時

社員総会には全国から計 30 名が参加し、本会から

は池田会長、本多理事（県代表）が参加しました。 

 総会では、前年度事業ならびに決算報告等の後、

馬場前会長辞任表明、新理事 4名の選任があり、そ

の後の第 23 回臨時理事会にて役員体制を協議し

たところ、本会池田会長が全腎協会長に選定されま

した。任期は翌年 6月の社員総会までとなります。 

 また、翌日 19日（日）には同会場にて全腎協 50周

年記念式典が行われました。 

 

お 礼 
 

 第 52 回定期大会やその他の機会を

通じて、多くの会員さんから青い鳥郵 

便ハガキのご寄付をいただき、誠にありがとうござい

ました。大切に使わせていただきます。 



NPO法人富山県腎友会第５２回定期大会 
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おくやみ 
 

⚫ 吉野 則次 殿 小 島 医 院 享年 76歳 

⚫ 宮田 博孝 殿 南 砺 市 民 病 院 享年 71歳 

⚫ 草野 光正 殿 富 山 協 立 病 院 享年 83歳 

⚫ 時 澤  貢 殿 富山城南温泉第二病院 享年 89歳 

⚫ 新 庄  守 殿 不 二 越 病 院 享年 77歳 
 

謹んでご冥福をお祈り致します 

 

今後の予定 
 

⚫ 全腎協北越ブロック会議（WEB）  7/31 

⚫ 全腎協青年研修会（WEB）    8/28 
 

※今後の状況により中止又は延期する場合があります 

 6 月 5 日（日）午前、サンシップとやま 福祉ホールにおい

て、第 52 回定期大会を開催し、会員、家族、透析施設スタッ

フなど 100名が参加しました。 

 一昨年と昨年は新型コロナウイルスの影響で中止しました

が、今回は消毒・検温の徹底、広い座席間隔、時間の短縮な

ど、感染防止に配慮しながら無事開催することができました。 

 前半の大会の部では、まず池田会長が「一昨年の創立 50

周年記念大会を開催できなかったことは残念だったが、本日

3 年ぶりに開催でき、喜びと感謝の念に堪えない」と挨拶しま

した。 

 また、来賓としてお迎えした県透析医会の石田陽一会長と

県移植推進財団の飯田博行理事長からも、お祝いの言葉を

いただきました。 

 長期透析者表彰では、透析 45 年 2名、40 年 2名をはじめ

合計 121 名が表彰されました。会場では、30 年表彰の上野

信司さん（長谷川）が、代表して表彰状と記念品を受け取りま

した。 

 そして、令和 3 年度の活動を映像で振り返り、令和 4・5 年

度役員紹介の後、大会宣言で締めくくりました。 

 後半の記念講演の部では、厚生連高岡病院 腎臓・リウマ

チ膠原病内科診療部長の三宅泰人先生を講師に迎え、「腎

臓リハビリテーション」という演題で、「サルコペニア」（筋肉量

低下）と「フレイル」（身体活動量の低下）を解説いただき、栄

養療法や運動療法の重要性と実践法を紹介いただきました。 

病院名 会員 家族 スタッフ他 計

県 立 中 央 2 2

富 山 赤 十 字 1 1 2

長 谷 川 4 1 5

不 二 越 9 2 1 12

元 町 内 科 2 1 3

城 南 内 科 1 1 1 3

政 岡 内 科 2 2 4

厚 生 連 高 岡 10 1 11

高 岡 市 民 3 1 4

あ さ な ぎ 2 2

高 陵 3 1 5 9

吉 田 内 科 1 1 2

小 島 4 1 5

射 水 市 民 1 1 2

済 生 会 高 岡 3 2 5

泉 が 丘 内 科 1 1

黒 部 市 民 6 6

富 山 労 災 1 1 2

坂 東 1 1

砺 波 総 合 2 1 3

北 陸 中 央 1 1 2

個 人 会 員 8 1 9

そ の 他 5 5

合計 68 20 12 100

※上の表は参加された病院腎友会のみ掲載しています 三宅泰人先生 長期透析者表彰 


